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広告主企画部門
優秀賞

キッチンからはじめませんか？
地球温暖化対策キャンペーン「MOTTAINAI！」

味の素株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　山口　範雄　氏
広告活動────2008年3月22日付朝日北海道に掲載。全15段×2

本（表裏）カラー。雑誌広告、交通広告と連動
企画・扱い ───電通
制作──────電通、たき工房、トーン・アップ、レブロン、イメージ・ラボ
制作スタッフ──Pro＝仲田繁乃、諏訪徹、CD＝大蔵泰平、田中亜紀、

AD＝小倉輝久、C＝神山浩之、D＝安蔵理孔、宮下
一久、小柳美由紀、野村衛、末島友紀恵、Ph＝村井
眞哉、デジタル合成＝山崎将太、青木茂一、鈴木康
弘、料理＝瀬尾幸子、スタイリスト＝寺井隆太、皃
玉和貴子、高橋一輝、コーディネーター＝倉橋光生、
落合吾郎、柳澤隆司、小久保和弘、東海舟

◉
◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
地球温暖化問題への意識が高まる中、身近な取り組みとして定着したエ
コバッグと生ゴミバケツをモチーフに、家庭で実践できる環境対策を提
案した。「エコ」と「エゴ」を結び付け、紙面の表面に購入した食材を配し、
裏面に廃棄される部位とその活用術を紹介する色鮮やかなクリエーティ
ブは読者の注目を集め、素材へのやさしさが地球へのやさしさにつなが
ることを訴えた。地球温暖化対策に貢献できることを読者に再認識させ
るとともに、同社の企業姿勢に対する理解を促すことに成功した。

◉
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優秀賞
父の日企画「測ろうメタボ」仕掛け広告

ソヤファーム株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　木下　晴行　氏
広告活動────2007年6月17日付朝日大阪に掲載。2連版全30段

カラー。テレビCMと連動。デモンストレーション
販売に活用

企画・扱い ───電通関西支社
制作──────モノリス
制作スタッフ──CD＝辻中達也、AD＝高木大輔、大松敬和、C＝古川

雅之、D＝水江隆、苅田哲平、Ph＝直川明弘、上西
長浩（大豆）

◉
◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
食生活習慣の改善に役立つ大豆成分入り飲料の発売告知広告。メタボリ
ックシンドロームが関心を集める中、ターゲットの中年男性が主役の「父
の日」に限定して出稿。全30段紙面の真ん中にメーンビジュアルとして大
豆を据え、それを切り抜いて腹部に巻くと、腹囲が基準値の85cm以内か
実際に確認できるというユニークな仕掛けで、「巻けなかったら新商品を
飲みましょう」というメッセージを分かりやすく伝えた。意外性のあるビ
ジュアルと読者参加型の手法が話題を喚起し、商品の特徴を端的にアピ
ールするとともに、認知拡大につなげた。

◉
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広告主企画部門
優秀賞

大和ハウスグループ　共創共生シリーズ
大和ハウス工業株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　村上　健治　氏
広告活動────2006年8月1日から08年3月31日まで、朝日、毎日、読売、日経、産経に6

回シリーズで展開。シリーズ継続中。全 15段カラー。テレビ CM、ラジオ
CM、雑誌広告と連動

企画・制作 ───インターブランドジャパン、サン・アド
扱い──────伸和エージェンシー、電通、日経広告
制作スタッフ──Pro＝石川豊太郎、CD＝古居利康、AD＝岡本学、C＝古居利康、蛭田瑞穂、

D＝長谷川美幸、Ph＝久家靖秀、I＝川原真由美、クリエーティブスーパー
バイザー＝上條憲二

企画の概要と選定理由
自然や社会、人々と共に生き、共に新しい価値を作る「共創共生」という企業姿勢を、シリーズで
真
しん

摯
し

に伝えた。暮らしや住まいの必要から生まれ、日本各地で古くから受け継がれる知恵を紹介
し、これを手本に企業の考え方や環境への施策などを紹介。日常の中の暮らしの一端をとらえた
写真はリアリティーがあり、絵画のような風景に昇華している。分かりやすいイラストが紙面に
柔らかな表情を与えるとともに、写真とは異なる角度で題材への理解を深めさせ、読者から企業
姿勢への共感を獲得した。

◉
◉

◉
◉
◉

◉
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優秀賞
一般白熱電球製造中止広告

株式会社東芝

受賞代表者───代表取締役社長　西田　厚聰　氏
広告活動────2008年5月14日付朝日、毎日、読売、日経、産経に

掲載。2連版全 30段カラー。テレビCM、ポスター
と連動。関連イベントを開催

企画・制作・扱い ─電通
制作スタッフ──Pro＝山口利朗、星本和容、尾見真哉、CD＝中澤真

澄、AD＝トーマス・光・ビルクハーン、C＝岩田純
平、D＝河内貴春、Ph＝鈴木崇史、CG＝工藤隆雅

◉
◉

◉
◉

企画の概要と選定理由
環境問題に取り組む責任と使命を果たすために、同社の発祥事業の一つ
である一般白熱電球の製造中止をいち早く決断し、発表した。新旧の電球
製品を対

たい

峙
じ

させた印象的なクリエーティブで、120年の電球開発の歴史を
訴求するとともに、常に新たな商品開発に挑戦し続ける企業姿勢をアピ
ールした。説得力のある紙面構成は読者に大きなインパクトを与え、環境
に対する取り組みへの理解を促しただけでなく、同社の企業姿勢への共
感を呼んだ。

◉
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広告主企画部門
優秀賞

ふるさと信州　食農歳時記
長野県農業協同組合中央会（JA長野中央会）

受賞代表者───会長　茂木　　守　氏
広告活動────2007年 1月 7日から 12月 9日まで、月 1回信濃毎

日に全12回シリーズで展開。全7段カラー。ラジオ
番組、ウェブサイトと連動

企画──────JA長野中央会
制作──────シード
扱い──────ながのアド・ビューロ
制作スタッフ──CD・C＝立岩雅彦、AD・Ph＝井堀悦郎、D＝井堀悦

郎、倉澤梢

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
先人がはぐくんできた食と農、暮らしの知恵が失われつつある中、豊かな
食と地域の暮らしのあり方を再考させた月1回のシリーズ広告。年中行事
や季節を象徴する「食」をテーマに、地元の料理研究家とフリーパーソナ
リティーの対談や、コラムと写真、レシピを掲載することで、意見広告な
がら親しみやすさと季節感を醸成した。ラジオやウェブサイトなど他メデ
ィアと連動させたほか、読者の声を収録した冊子を刊行するなど幅広い
広告展開で、食の安全・安心、地産地消、農業の役割について理解を促し
た。

◉



広
告
主
企
画
部
門
│
優
秀
賞

19Newspaper Advertising Prize 2008

優秀賞
平均寿命より健康寿命をのばそう。

パナソニック株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　大坪　文雄　氏
広告活動────2008年3月29日から31日まで、毎日中部に全

3回シリーズで展開。全15段カラー
企画──────パナソニック、大広ブランドデザイン
制作──────大広ブランドデザイン、クリーム
扱い──────電通
制作スタッフ──CD＝田村俊樹、撫養修二、AD＝黒木友揮、浜川

浩之、田畑彰子、C＝黒澤仁、高山美津代、D＝
田畑彰子、Ph＝佐藤孝仁

企画の概要と選定理由
少子化や介護問題など高齢化社会のネガティブな面がクローズアッ
プされる昨今、主に若者が利用するイメージのある美容・健康器具を
高齢者にPRし、自立した人生を前向きに生きることを提案した。ネ
イルアートされた皺

しわ

々
しわ

の手やトレーニングに挑む老いた足の部位ア
ップ写真など、新聞の印刷技術を生かした迫力あるクリエーティブ
で、年齢に負けない美しさと躍動感を感じさせた。高齢化社会のマイ
ナスイメージを払

ふっ

拭
しょく

し、生き生きとした未来に対する期待感を醸成
するとともに、同社の企業姿勢への共感を呼んだ。

◉
◉

◉
◉
◉
◉

◉
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広告主企画部門
優秀賞

この新聞は、“もうひと働き”できます。
株式会社マテック

受賞代表者───代表取締役社長　杉山　博康　氏
広告活動────2008年 1月 1日付十勝毎日に掲載。2連版全 30段

カラー
企画 ──────マテック、十勝毎日新聞社広告局
制作 ──────十勝毎日新聞社広告局
制作スタッフ──Pro＝河尻有功、CD・AD＝郷司健、C＝浜岡あけみ、

D・I＝松久祐貴

◉
◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
環境への関心が高まる中、産業廃棄物のリサイクル事業を展開する企業
が、再生資源の代名詞とも言える新聞をモチーフに資源やエネルギーの
節約を提案する企業広告。中央にキャベツを配した大胆な構図で注目を
集め、「野菜を包んで保存する」など生活のさまざまなシーンで実践でき
る新聞の「もうひと働き」（再利用法）を紹介した。イラストと手書きの文
字が、手軽に取り組める雰囲気を醸成、資源再生の重要性を再認識させる
とともに、BtoB企業として日ごろは接点の少ない消費者への認知の拡大、
企業イメージ向上に貢献した。

◉
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優秀賞
静岡大学の学生によるCSR広告シリーズ

株式会社望月巌商店（スーパーもちづき）

受賞代表者──代表取締役　望月　　巌　氏
広告活動───① 2006年 3月 7日、② 07年 4

月28日、③08年3月23日に静
岡に掲載。シリーズ継続中。全
15段カラー。ポスターと連動

企画─────サイラン、東西広告社
制作─────静岡大学人文学部言語文化学科

「情報意匠論」受講の学生
扱い─────サイラン
制作スタッフ ─Pro＝繁田哲矢、CD＝平野雅彦、

C＝川瀬康之、重松幸恵、渡辺
誠、杉本雅美、加藤友美、深田裕
美、D＝有馬宗一郎、國枝裕輝、
兼子裕美、千賀さやか、新崎真
希子、大村真理、角田優香里、Ph
＝加藤和夫、I＝伏見優花、筆文
字＝尾崎由枝

企画の概要と選定理由
新聞折り込みチラシを全面廃止し、その余剰コスト
を商品価格に還元する営業戦略に転換したスーパ
ーもちづき。「安売りのスーパー」から「地域密着、
お客様第一主義」のスーパーへ転換したというイメ
ージを浸透させる展開の中、静岡大学との共同企画
で学生による提案からCSR広告を制作した。学生な
らではの思い切った紙面作りは斬新さや話題性に
富み、客層を確実に広げることに成功。新聞の地域
への浸透力を生かし、産学交流による地域と連携し
た継続的な取り組みの成果として高く評価された。

◉
◉

◉
◉

◉
◉

◉

① ②

③
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広告主企画部門
優秀賞

平成20年用年賀キャンペーン
郵便事業株式会社

受賞代表者──代表取締役会長CEO　北村　憲雄　氏
広告活動───2007年 11月1日から08年 1月3日まで、朝

日、毎日、読売、日経、東京、産経、北海道、中
日、西日本など 54紙に掲載。全 15段、全 5
段、いずれもカラーとモノクロ。テレビCM、
交通広告、屋外広告、ウェブサイト、バナー広
告と連動

企画─────博報堂
制作─────HAKUHODO DESIGN、博報堂
扱い─────博報堂DYメディアパートナーズ
制作スタッフ ─CD＝永井一史、永見浩之、池田雅俊、岩崎

俊一、AD＝永井一史、C＝岩崎俊一、岡本
欣也、D＝上岡真弓、Ph＝瀧本幹也

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
「年賀状を書く」という国民的行事に、「贈り物」という新しい価
値を付与した、年賀状利用促進キャンペーン広告。「年賀状は、
贈り物だと思う。」というヘッドコピーと、知的で温かみのある
ビジュアルで、年賀状を贈る喜び、受け取る喜びを伝えた。文
化人・俳優など多様な職業・年齢の著名人の起用と販売開始か
ら年明けまでの時系列に沿ったタイムリーな出稿で、幅広い読
者層に共感を与えた。郵政民営化後、初の商品広告として、毎
年 1億枚ずつ減少していた販売数に歯止めをかけ、年賀状習慣
の再価値化に成功した。

◉
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優秀賞
母の日ガーナキャンペーン

株式会社ロッテ

受賞代表者───代表取締役社長　重光　武雄　氏
広告活動────2008年5月2日付読売（全7段）、8日付朝

日（2連版全30段＋全15段×2本）、静岡
（全15段）、北海道、河北、中日、中日北陸、
中国、西日本（いずれも全 5段）に掲載。す
べてカラー。テレビCM、雑誌広告、交通広
告、ウェブサイトと連動。イベントを開催

企画──────ロッテ宣伝部（前ロッテ・アド）、アサツ
ー ディ・ケイ

制作──────KMK office
扱い──────アサツー ディ・ケイ
制作スタッフ──Pro＝髙見勝哉、青山欣誉、CD＝小谷野の

ぞみ、AD＝梅沢直子、C＝本田達弥、渋
谷三紀、D＝森田鎌資、Ph＝大久保歩、I
＝内田みつゑ、画像修正＝結城明良

◉
◉

◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
カーネーションと商品カラーの赤を効果的に配した華やかで
迫力あるビジュアルに、6人の若手有名人の「お母さんへの感
謝の気持ち」を伝える直筆コメントを添え、「母の日には感謝
の言葉にガーナチョコレートを添えて贈ろう」というメッセー
ジをストレートに訴えたキャンペーン広告。2連版を縦に使っ
た紙面は新聞カラー広告の実力を発揮し、店頭での販促活動
や営業現場でもポスターのように張り出されるなど活用され
た。新聞の幅広い到達力を生かした広告展開は、消費者から
高い評価を獲得し、商品の購買拡大に結び付くと同時にブラ
ンド力の醸成に貢献した。

◉


